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首都直下地震等の大規模災害を念頭に置いた連携強化に向けた論点 
 
【被災地の救急救命や消火活動及び緊急物資輸送のための所管施設の早期復旧】 
※被災地の救急救命や消火活動及び避難場所への緊急物資輸送並びにライフライン早期

復旧が必要 
・所管施設：道路（緊急輸送路）、鉄道、電力施設、ガス施設、通信施設 等 

■ 施設の応急復旧情報共有による、復旧作業の効率化、迅速化を図っていく事が必要。ま

た、所管施設が集中するエリアに各機関が応急復旧部隊を集中すると、調整や作業に時

間を要する可能性があるため、予め関係機関で復旧順位や作業区分等をルールかしてお

くことも必要である。 

① 道路啓開情報（緊急車両通行可能情報）や交通渋滞・帰宅困難者の情報の収集及び提

供 

 →啓開完了ルート及び予定ルート、路線別の交通渋滞・帰宅困難者の状況 

 →通行止め箇所、原因（橋梁破損等道路施設損傷、ビル倒壊、沿道火災など） 

② ライフラインの点検状況及び応急復旧状況 

 →電力やガス供給見通し及びエリア、通信障害復旧見通し及びエリア  

③ 所管施設が集中するエリアでの復旧順位及び復旧作業区分等のルール化  等 

 

【物資補給等自治体の災害活動支援に向けた連携方策について】 
■ 3.11 東日本大震災では、地震及び津波により交通網などが寸断されたため、広域的な交

通基盤の代替性や多重性及び鉄道、バス、航空機等、複数モードの横断連携による輸送

（物資・人流）を確保した。 

■ 首都直下地震の被災形態を踏まえた同様の対応が必要。また、帰宅困難者をはじめとす

る対応についても、政府・自治体と連携した対応が必要。 

○ 3.11 東日本大震災における対応例 

① 広域交通基盤の代替性、多重性の確保 

    ・（例）：3.11 東日本大震災での事例           別紙１ 

    →道路：日本海側、内陸部の軸利用による救援物資輸送ルートを確保 

    →鉄道：日本海側の路線を活用（不足したガソリン等燃料を輸送） 

    →海上輸送：日本海側の港湾を利用 

   ②交通の複数モード横断、連携による代替性の確保（人流） 

    ・（例）：3.11 東日本大震災での事例            別紙２ 

【参考】首都直下地震に伴う被災想定（中央防災会議） 

①火災消失：約６５万棟、②全壊（地震及び液状化）：約１８万棟 

③停電：約１６０万軒、④断水：約１，１００万人、⑤ガス供給停止：約１２０万軒 

⑥帰宅困難者：約６５０万人 
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